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一一娯楽大会

雪を忘れて熱戦展開
　
去
る
一
月
二
十
七

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
村
民
娯
楽
大
会
が
、

又
二
月
十
七
日
に
は

倉
俣
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
同
地
区
の
娯

楽
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
豪
雪

の
な
か
で
あ
っ
た
た

め
、
両
会
場
と
も
参

加
者
の
出
足
は
も
う

一
歩
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
予
定
し
て
い
た

の
に
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
種
目
も
あ

り
ま
し
た
。

　
　
し
ば
し
雪
の
こ

麻
雀
優
勝

　
　
　
二
位

　
　
　
三
位

囲
碁
優
勝

　
　
　
二
位

　
　
　
三
位

廣江風高鈴高
田村巻橋木橋
松　昂定宗満
井忠伸利雄雄

　
例
年
開
催
さ
れ
る
村
民
娯
楽
大
会
で

は
、
百
人
一
首
の
部
に
つ
い
て
も
参
加

者
を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昭

和
五
十
二
年
以
来
、
参
加
者
が
少
な
く

て
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
愛
好
者
を
残

念
が
ら
せ
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
百
人
一
首
の
部
を
復
活
で

き
ま
す
よ
う
公
民
館
で
は
期
待
し
て
い

ま
す
。プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
事
故
を

　
　
　
　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
冬
期
間
は
積
雪
の
重
み
や
屋
根
か
ら

の
落
雪
等
に
よ
り
、
配
管
な
ど
が
破
損

し
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
漏
れ
、
爆
発
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
ボ
ン
ベ
や

配
管
に
雪
の
重
み
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
措
置
す
る
と
と
も
に
、
雪
お
ろ
し
や

除
雪
の
と
き
は
、
ガ
ス
収
納
庫
を
破
損

し
な
い
よ
う
に
、
又
収
納
庫
の
周
り
は

ボ
ン
ベ
の
交
換
、
点
検
、
ガ
ス
漏
れ
な

ど
万
一
の
処
置
の
た
め
除
雪
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
最
近
、
県
下
で
も
特
に
大
き
な

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
当
村

は
豪
雪
の
た
め
、
消
防
車
の
駆
け
付
け

に
時
間
が
か
か
る
上
、
消
防
水
利
の
確

保
も
困
難
な
状
態
で
す
。
火
事
を
出
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

！
こ
れ
く
ら
い
と
思
う
油
断
を
火
が
狙

う
！
　
　
　
　
白
き
祭
典
讃
え
て
帰
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

立
つ
春
を
待
ち
つ

　
　
異
郷
に
暮
ら
す
子
の

　
　
　
　
　
豆
も
供
え
て
御
燈
さ
さ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

暖
冬
で
微
笑
み
交
す
歳
の
瀬
に

　
　
　
雪
無
く
悲
し
む
人
の
世
の
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

古
里
の
空
と
丘
と
は
け
じ
め
な
く

　
　
　
し
ら
し
ら
雪
の
降
り
て
昏
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

口
あ
け
て
あ
わ
雪
う
け
し
遠
き
日
の

　
ふ
と
よ
ぎ
り
ゆ
き
し
夕
べ
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
子

ス
キ
ー
場
無
き
山
里
は
降
る
雪
に

　
　
　
恨
み
つ
の
り
て
今
日
も
雪
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ム
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
頴
略
－

三
月
の
休
日
救
急
医

そ
れ
で
も
参
加
者
は
、

と
も
忘
れ
て
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。
両
会
場
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
村
民
娯
楽
大
会

将
棋

囲
碁

麻
雀

三二優三二優三二優｛立　｛立　月券　イ立　イ立　月券　｛立　イ立　月券

鈴
木
喜
行

井
ノ
川
喜
章

山
田
　
　
博

服
部
　
寧

吉
楽
周
治

井
ノ
川
音
吉

田
村
喜
一

柳
　
　
良
度

吉
楽
義
夫

◎
倉
俣
地
区
娯
楽
大
会

▽
俳
句

山
茶
花
や
悟
り
き
っ
た
る
婆
の
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

吹
雪
き
て
妻
な
き
家
の
灯
を
と
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝

冬
猿
に
時
を
ゆ
だ
ね
て
バ
ス
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄

炭
屋
か
ら
二
三
歩
黒
し
今
朝
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海

影
黒
く
冬
の
月
夜
の
山
う
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒

尾
長
鳥
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

白
鷺
の
冬
の
渚
と
別
れ
発
ち

月人山山ウ

　
　
　
　
春
あ
け
ぽ
の
を
引
き
よ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

愚
か
さ
の
い
く
た
び
冬
の
川
に
添
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

ネ
オ
ン
浴
ぶ
樹
々
結
氷
の
と
き
華
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

冬
花
の
そ
こ
か
ら
杭
を
打
っ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

陽
だ
ま
り
に
竹
の
鉢
あ
り
初
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
　
山

大
鍋
に
煮
る
茎
漬
の
大
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

寒
明
け
て
心
も
軽
く
身
も
軽
く

中
里
文
芸
二
月
投
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

煮
こ
ご
り
や
遠
き
想
ひ
の
ゆ
れ
や
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
夫

▽
短
歌

新
雪
に
か
が
よ
う
並
木
花
の
季

　
　
越
え
て
い
よ
い
よ
華
や
ぎ
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
ノ
ブ

雪
国
の
生
活
知
ら
ざ
る
娘
の
友
は

三
月
二
日
㈹

至
誠
堂
医
院
西
浦
東

　
　
電
二
±
二
二
七
六

九
日
㈲

池
田
医
院
本
町
西
一

　
　
電
二
－
二
五
八
一

宍
日
㈹

山
口
医
院
袋
町
中

　
　
電
二
⊥
二
七
四

二
。
日
㈲

春
分
の
日

富
田
医
院
神
明
町

　
　
電
二
⊥
二
二
六
九

二
言
㈹

中
条
病
院
北
原

　
　
電
七
⊥
二
〇
一
八

三
。
日
㈲

大
島
医
院
川
原
町

　
　
電
二
⊥
充
五
七

人
生

上◎山瀧　 ◎
原昇田澤氏産
　天貴　名声
操　 志徹

藤
ノ
木
徳
賢

山
本
市
＋
郎

山
田
　
ケ
サ

服
部
宗
一

鈴
木
守
親

反
り
目
正
三

山
田
　
ハ
マ

江
口
俊
一

村
山
　
カ
ツ

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　哲一父
きき會容ε£奪ε登壱彰男箸往

田干宮田田小田小小上宮角部来
沢溝中代沢原代出出山　中間落
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私たちの村
人　口 7，242（一12）

男 3，591（一7）

女 3，651（一5）

世帯数 1，657（±0）
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難

、
耀

隙
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灘
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．
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．
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灘

雪のない年明けに、今年も小雪かと喜んだのもつかの間。
　正月明けから降り出した雪は、みるみる積りはじめ、
　　昨年のつけが一気にまわってきたような降りぐあいとなった。

　　　このドカ雪で、村の中心部でも屋根の雪おろしは

　　　　平均5～6回にもなり、どこの家でも
　　　　　　　　　　　雪の捨て場所確保に四苦八苦・

　　　　　平場で3．26mにも達した豪雪に、村では
　　　　豪雪対策本部を設置して災害防止と住民の生活確保
　　　にそなえた。しかし、この豪雪ぶりも二月下旬からは
　　一段落。各小中学校ではスキー大会が催されたのをはじ
　め、これからは各地区の雪上運動会が続々と
催されることになり、重苦しかった冬から
　　　　　　　　　ようやく解放されようとしている。

豪雪をはねの‘ナて．．．．．．．．
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県
交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
3
月
3
1
日
ま
で
に

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
い
つ
ど
こ

で
、
あ
な
た
や
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か

っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
年
額
三
百
五

十
円
の
掛
金
で
、
お
互
い
が
助
け
合
う

た
め
の
交
通
災
害
共
済
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
村
で
は
今
年
も
加
入
者
を
募
集
し
ま

す
。
家
族
全
員
で
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

加
入
資
格
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

現
在
、
村
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
ど

な
た
で
も
加
入
で
ぎ
ま
す
。
そ
の
後
、

村
外
に
転
出
し
て
も
、
資
格
は
失
わ
れ

ま
せ
ん
。

会
費
（
掛
金
）
　
一
人
年
額
三
百
五
十

円
。
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る
場
合

も
同
額
で
す
。

加
入
申
込
み
期
聞
　
　
三
月
一
日
か
ら

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
　
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

各
世
帯
に
配
付
し
た
申
し
込
み
用
紙
に

ょ
り
、
会
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。
年
度
途
中
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
社
会
課
窓
口
で
取
り
扱
い
ま
す
。

会
員
資
格
　
三
月
中
に
申
し
込
ん
だ
方

は
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
が
、
年
度
途
中
加
入
者
は
、

加
入
の
翌
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
交
通
事
故

←の

歩
い
て
い
て
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
ひ

か
れ
た
り
し
た
事
故

＠
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
耕
う

ん
機
、
汽
車
等
の
運
行
中
の
人
身
事
故

　
　
　
　
（
幼
児
用
自
転
車
は
除
く
）

の
い
わ
ゆ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
、

国
民
年
金

傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
日
本
国
内
に

お
け
る
事
故
。
航
空
機
や
船
舶
の
事
故

は
対
象
外
で
す
。

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

eO
無
免
許
ま
た
は
飲
酒
（
酒
気
お
び
）

運
転
に
よ
る
運
転
者
及
び
同
乗
者

㈲
加
入
者
又
は
見
舞
金
受
取
人
に
な
る

人
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
る

場
合

⑲
天
災
地
変
に
起
因
す
る
場
合

⑭
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過

し
た
場
合

㈲
事
故
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満
の

場
合

定
額
保
険
料
が
月
三
、
七
七
〇
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
こ
の

ま通

四
月
か
ら
一
カ
月
に
つ
き
三
、
七
七
〇

円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
、

い
ま
ま
で
ど
お
り
一
カ
月
に
つ
き
四
〇

〇
円
と
す
え
置
き
で
す
か
ら
、
付
加
保

険
料
に
加
入
し
て
い
る
人
は
一
カ
月
に

つ
き
、
四
、
一
七
〇
円
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
昭
和
五
十

一
年
度
の
法
改
正
と
そ
の
後
の
物
価
ス

ラ
イ
ド
に
よ
り
、
夫
婦
が
と
も
に
付
加

保
険
料
に
加
入
し
て
二
十
五
年
問
か
け

た
場
合
、
年
額
一
、
〇
六
一
、
四
〇
〇
円

（
月
額
八
八
、
四
五
〇
円
）
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
年
金
額
を
支
給
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
建
全
な
年
金
財
政
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
必
．
要
な
保
険
料
は
、
　
．
カ
月
ヒ
、

○
○
○
円
程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
で
は
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
が

急
に
増
え
る
こ
と
を
避
け
て
、
昭
和
五

十
二
年
度
か
ら
保
険
料
の
段
階
的
な
引

き
上
げ
に
加
え
、
昨
年
の
年
金
額
の
増

額
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
）
に
要
し
た
財
源

を
補
て
ん
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
入
者
の
み

な
さ
ん
の
負
担
む
大
き
く
な
る
わ
け
で

す
が
、
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に

す
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
措
置
で
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

高
校
通
信
制
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す

￥3，770

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
通
信
制
課
程
の
生
徒

を
次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
し
て
い
る
学
校

　
　
新
潟
高
等
学
校

　
　
　
　
（
新
潟
市
関
屋
下
川
原
町
二
）

　
　
高
田
南
城
高
等
学
校

　
　
　
　
（
上
越
市
南
城
町
二
）
の
二
校

◆
応
募
資
格

　
昭
和
五
十
五
年
三
月
に
中
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者
、
中
学
校
若
し
く

は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
。

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
　
（
年

齢
・
性
別
を
問
わ
な
い
）

◆
願
書
提
出

　
次
の
期
間
に
応
募
す
る
学
校
へ

　
　
　
　
　
二
月
二
十
日
～
四
月
十
日

◆
参
考
事
項

　
※
修
学
奨
励
金
の
貸
与
及
び
所
得
税

　
　
勤
労
学
生
控
除
の
制
度
等
が
あ
る
。

　
※
通
信
制
課
程
で
は
、
希
望
す
る
一

　
　
部
科
目
の
み
の
学
習
も
で
き
る
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
※
出
願
手
続
…
…
出
身
中
学
校

　
※
学
習
内
容
等
…
出
願
す
る
高
校

　
※
そ
の
他

　
　
県
教
育
庁
高
等
学
高
教
育
課

　
（
新
潟
市
一
番
堀
通
町
五
九
二
四
）

　
　
電
話
二
三
－
五
五
一
一

　
　
　
　
内
線
三
六
六
四
・
三
六
六
五

善
意
を
あ
り
が
と
う

O
田
沢
の
鈴
木
守
一
さ
ん
よ
り
故
父
鈴

木
守
親
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
村
の

社
会
福
祉
協
議
会
に
二
万
円
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。

○
上
山
の
上
原
虎
一
さ
ん
よ
り
故
妻
上

原
操
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
村
の
社

会
福
祉
協
議
会
に
三
万
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。
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村
民
ス
キ
ー
大
会

3
月
20
日

3
月
30
日

　
今
年
の
村
民
ス
キ
i
大
会
は
、
三
月

二
十
日
に
ノ
ル
デ
ィ
ク
競
技
、
、
三
十

日
に
大
回
転
競
技
と
分
け
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
ノ
ル
デ
ィ
ク
競
技

　
期
日
　
三
月
二
十
日

　
会
場
市
之
越

　
　
　
　
　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
i
附
近

　
参
加
者
　
小
学
生
男
女
四
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
K
）

　
　
　
　
　
中
学
生
女
子
（
5
K
）

　
　
　
　
　
中
学
生
男
子
（
8
K
）

　
　
　
　
　
一
般
（
自
由
コ
ー
ス
）

　
参
加
申
し
込
み
は
3
月
1
3
日
迄
に

　
　
　
　
公
民
館
（
電
二
四
九
三
）
へ

　
集
合
　
八
時
総
合
セ
ン
タ
ー
前

　
一
般
の
人
に
と
っ
て
ノ
ル
デ
ィ
ツ
ク

種
目
は
、
比
較
的
な
じ
み
の
う
す
い
種

目
で
す
が
、
当
日
は
数
組
の
用
具
を
用

意
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
経

験
し
て
み
て
下
さ
い
。

歩
く
ス
キ
ー
は
、
誰
に
で
も
で
き
る
冬

場
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
分
野
で
す
。

◎
大
回
転
競
技

　
期
日
　
三
月
一
．
一
十
日

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技

大
回
転
競
技

会
場
　
マ
ン
ト
パ
！
ク
津
南

参
加
者
　
小
学
生
　
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
　
一
般

参
加
申
し
込
み
は
3
月
2
5
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
へ

集
合
　
八
時
半
に
総
合
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　
　
　
　
　
数
年
前
ま
で
、
比

省エネルギー

くらしの中で工夫を（1）

較
的
安
く
、
大
量
に

輸
入
さ
れ
て
い
た
石

油
も
昭
和
四
十
八
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

以
降
事
情
が
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
産
油
国
で
あ
る

中
東
諸
国
の
政
情
不

安
に
よ
っ
て
、
産
油

量
や
輸
出
量
の
制
限
、

石
油
の
大
巾
な
値
上

げ
な
ど
が
つ
づ
い
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ

と
も
う
一
つ
、
石
油

は
有
限
な
地
下
資
源

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
ま
ま
の
現
状
で

使
用
を
つ
づ
け
て
い

く
と
、
消
費
量
が
発

見
量
を
上
ま
わ
り
、
あ
と
十
年
後
ぐ
ら

い
に
は
、
生
産
が
消
費
に
追
い
つ
け
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
大
き
な

問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
石
油
の
確
保
が
た
い
へ
ん
難

し
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
使
う

べ
き
と
こ
ろ
に
使
わ
ず
に
が
ま
ん
す
る

と
か
、
ケ
チ
ケ
チ
す
る
と
か
無
理
な
買

い
控
え
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
く
ら
し
に
必
要
な
も
の
は
使

い
な
が
ら
、
ム
ダ
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
生
か
し

て
使
う
工
夫
を
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
今
ま
で
な
に
げ
な
く
過
し
て
い
た
生

活
を
も
う
一
度
見
直
し
て
知
恵
と
工
夫

を
働
か
せ
て
み
る
こ
と
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
な
く
、
く
ら
し
に
張
り
を
も

た
せ
、
わ
が
家
の
経
済
に
も
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お

宅
で
は
こ
ん
な
場
面
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
一
緒
に
点
検
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
た
つ
と
暖
房

　
部
屋
の
暖
房
は
、
た
だ
暖
め
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
そ
の
暖
か
さ
ろ
逃
が
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
天
井
、
壁
、
床
か
ら
意
外

と
熱
が
通
り
ぬ
け
る
の
で
す
。

ド
ア
の
ス
キ
間
や
窓
か
ら
逃
げ
出
す
熱

も
見
逃
が
せ
ま
せ
ん
。
ス
キ
間
に
は
目

張
り
や
ス
ポ
ン
ジ
状
テ
ー
プ
を
貼
る
と

ず
い
ぶ
ん
違
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
手
の

カ
ー
テ
ン
、
雨
戸
な
ど
を
有
効
に
使
っ

て
暖
か
さ
を
外
に
出
さ
な
い
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
こ
た
つ
の
下
に
は
こ
た
つ
マ
ッ
ト
を

ぜ
ひ
敷
き
ま
し
ょ
う
。
熱
が
逃
げ
る
の

を
か
な
り
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
た
つ
の
下
に
マ
ッ
ト
を
敷
く
こ
と
と

毎
月
灯
油
百
2
使
用
す
る
家
庭
で
、
部

屋
の
温
度
を
一
度
下
げ
る
こ
と
の
二
点

を
工
夫
す
る
事
に
よ
っ
て
、
中
里
村
全

体
で
一
カ
月
に
二
百
珍
入
り
ド
ラ
ム
缶

八
十
六
分
も
の
石
油
を
節
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

福
祉
電
話
に
つ
い
て
ご
案
内

　
電
電
公
社
で
は
耳
の
ご
不
自
由
な
か

た
の
た
め
に
、
既
に
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
（

め
い
り
ょ
う
）
を
提
供
し
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
更
に
充
実
を

は
か
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
（
ひ
び

き
）
を
開
発
し
提
供
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
従
来
の
電
話
機
は
、
音
波
を

直
接
内
耳
に
伝
え
る
方
式
で
し
た
が
、

シ
ル
バ
ー
ホ
ン
（
ひ
び
き
）
は
受
話
機

を
頭
部
に
あ
て
る
事
に
よ
り
、
音
の
振

動
を
骨
に
伝
え
内
耳
に
達
す
る
（
骨
伝

道
）
方
式
で
す
。
こ
の
電
話
機
は
、
受

話
音
量
調
節
機
能
及
び
、
受
話
音
質
調

節
機
能
を
有
し
て
お
り

一
、
内
耳
神
経
は
建
全
で
あ
る
が
、
外

　
　
耳
道
閉
鎖
等
の
た
め
聞
え
な
い
人
。

二
、
高
い
音
又
は
低
い
音
が
聞
え
に
く

　
　
い
人
。

三
、
通
常
の
電
話
機
の
音
量
で
は
大
き

　
　
す
ぎ
る
か
、
或
い
は
小
さ
す
ぎ
て

　
　
聞
き
と
り
に
く
い
人
に
便
利
な
電

話
機
で
す
。

な
お
、
通
話
ボ
タ
ン
の
切
替
え
に
よ
り
、

通
常
の
電
話
機
と
し
て
も
使
用
で
き
ま

す
。
費
用
　
工
事
料
（
取
替
料
）
二
、
○
○
○
円

　
使
用
料
（
月
額
）
　
　
　
九
〇
〇
円

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
で

　
　
　
　
二
等
に
当
せ
ん

　
越
後
田
沢
局
区
内
で
、
こ
の
幸
運
の

当
選
者
は
、
田
代
、
桑
原
勇
さ
ん
で
一

月
二
十
八
日
、
局
長
さ
ん
か
ら
ポ
ケ
ッ

ト
カ
メ
ラ
を
手
渡
さ
れ
ニ
コ
ニ
コ
顔
で

し
た
。

◎
当
選
の
「
お
引
換
え
は
お
早
く
ど
う

　
ぞ
」

◎
年
賀
状
で
住
所
録
を
整
理
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
郵
便
局
ー


